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■ 国産木材活用住宅ラベルとは

・国産木材の使用量による「国産
木材活用レベル」、「スギの使用
量」を表示

・使用した木材による「炭素貯蔵
量」等を表示

国産木材の産地がわかる

国産木材の使用量の程度がわかる

戸建住宅や共同住宅、併用住宅
が対象、無償で使えます



■ 国産木材活用住宅ラベルのねらい

・SDGｓ等を背景に、住宅事業者の社会貢献活動が求められ
ており、国産木材の活用に関する企業行動を共通ルール
のもとで「見える化」していくことが重要です。

・国産木材活用住宅ラベル協議会では、国産木材を活用し
た住宅を分かりやすく表示する「国産木材活用住宅ラベ
ル」のしくみを構築しました。

・住宅事業者は自社のSDGｓの推進等への貢献を示すことが
でき、消費者の方々は建築・購入する住宅選択の判断に
活かすことが期待されます。



■ 国産木材を活用することの意義

〇 森林の多面的機能の発揮に貢献

国産木材を「伐って、
使って、植える」という森
林資源の循環利用により、
森林の適正な整備・保全を
続けながら、持続的な木材
供給をはじめ、国土保全や
CO2吸収など森林の多面的な
機能の発揮に貢献すること
ができます。

さらに、住宅産業を含め
た国内産業や地域振興にも
寄与することができます。



〇 花粉発生源の対策

スギ花粉症は、国民の約4割が
罹患していると言われ、社会的・
経済的に大きな影響を与えていま
す。

このため花粉を飛散させるスギ
人工林を伐採し、花粉の少ないス
ギ苗木等や広葉樹の導入が求めら
れています。

スギ材の需要拡大は、こうした
花粉発生源対策にも寄与します。





〇 炭素の貯蔵、CO2排出の削減
樹木は、光合成によって大気中のCO2を取り込み、幹や枝等

の形で炭素を備えています。
このため、木材を住宅に利用することは、炭素を貯蔵する

ことにつながります。
また、木材は、鉄やコンクリート等の資材に比べて製造に

要するエネルギーが少ないことから、木材利用はCO2排出削減
にもつながります。



〇 建築資材としての優れた特徴

木材には、調湿作用や高い断熱性
による室内環境の改善のほか、心理
面等の健康への効果があることが確
認されています。

スギ材の匂いが、唾液中のストレ
ス指標となる物質（アミラーゼ）の
活性化を下げた、すなわちストレス
を抑制したとの報告があります。



■ 住宅への国産木材活用による
効果の「見える化」

木造住宅は、軸組工法、ツーバイフォー工法、木質パネル
工法等、使用する木材やその工法はさまざまです。

このうち、例えば軸組工法の住宅では、柱や土台、梁等の
構造材、根太、間柱等の羽柄材、下地材、造作材等の部材に幅
広く木材が使われています。

木材の主要な利用先である住宅にできるだけ国産木材を活
用していくことで、カーボンニュートラルや花粉症対策に貢献
することができ、国産木材活用住宅ラベルによってその効果を
「見える化」することができます。



■ 木造住宅におけるスギの使用量・住宅の
炭素貯蔵量の試算

木造軸組工法の2階建て住宅（延べ面積 約120㎡）を例に木
材使用量を試算し、それをもとにスギの使用量と住宅の炭素
貯蔵量を試算してみました。

木造軸組工法の
2階建て住宅（延
べ面積 約120㎡）
を例に木材使用量
を試算し、それを
もとにスギの使用
量と住宅の炭素貯
蔵量を計算してみ
ました。

過去の調査結果
による軸組工法住
宅の木材使用量の
データを用い、で
きるだけ国産木材
を使うと設定する
と、国産木材の使
用量は7割以上と
なります。



■ 国産木材活用住宅ラベルの表示内容

国産木材活用住宅ラベルは、住宅、住宅を建設する事業者
が自らの発意と責任で作成するもので、表示の内容や方法に
ついて統一的なルールが定められています。

〇 国産木材活用住宅ラベルに表示する事項

国産木材活用住宅ラベルには、次の事項を表示することに
なっています。（③から⑥の事項の表示は任意）

①国産木材活用レベル
②スギの使用量（花粉症対策）

③キャッチフレーズ
④住宅の炭素貯蔵量
⑤活用する木材に係るその他の情報

⑥建物名称、⑦住宅生産者名、⑧表示年月日



■ 国産木材活用レベル

国産木材使用量㎥
延べ面積㎡

レベル１：0.057以上
0.096未満

レベル２：0.096以上
0.134未満

レベル３：0.134以上

住宅の国産木材使用量に応じて３段階のレベルで表示



■ スギ・ヒノキの使用量

住宅のスギ・ヒノキ
の使用量を次の原単位
により本数に換算して
示します。
スギ材 ：4.4本／㎥
ヒノキ材：5.9本／㎥



■ 住宅の炭素貯蔵量

表示しようとする住宅に活用した木材に係る炭素貯蔵量
を、「建築物に利用した木材に係る炭素貯蔵量の表示に関す
るガイドライン（令和 3年10 月 1 日 3 林政産第 85 号）」
に則り算定し、記載することができます。



■ 木造住宅におけるスギの使用量・住宅の
炭素貯蔵量の試算



■ キャッチフレーズ

国産木材活用レベルが２又は３（国産木材が過半を占め
る）の場合、国産木材を多く活用している住宅であることを
示すキャッチフレーズを記載することができます。

さらに、国産木材使用量に占める特定の地域産材使用量
の割合が5割以上の場合には、当該地域産木材の名称又は樹種
名を用いたキャッチフレーズとすることができます。

地域産材の活用にも貢献します



■ 活用する木材に係るその他の情報

表示しようとする住宅に活用する木材に係るその他の情報
を記載することができます。

例えば、第三者機関により認証された森林から産出された
木材で認証を受けたものである場合等は、木材使用量に占め
る当該木材の割合等使用の程度と併せて当該木材を活用して
いる旨を記載することができます。

さらに、右側のQRコードから詳細な情報が得られるサイト
を参照することができます。



■ ラベルのご利用にあたって

国産木材活用ラベルを利用するためには

・ラベルの使用届出

ラベルのHPから
ログイン

「新規届出」の
ボタンから使用
届出を入力して
下さい。



■ ラベルのご利用にあたって

国産木材活用ラベルを利用するためには

・国産木材活用
レベルの算定

・スギ・ヒノキの
使用量の算定

・炭素貯蔵量の算定

必
須
事
項

ラベルのHPから計
算シート(Excel)を
ダウンロードして
算定できます。



■ ラベル計算シートを用いた活用レベルや炭素貯蔵量の算定

表示しようとする住宅の設計図書や発注仕様書等の積算量
から国産木材の樹種、数量を入力することで、国産木材の活
用レベルや炭素貯蔵量を簡単に算定できます。

標準仕様を定めている場合、
標準仕様を基に推計も可能



■ ラベル計算シートの利用方法

ラベル計算シートを用いて最初に国産木材活用レベル等の
算定を行います。

その入力データを活用して炭素貯蔵量の算定も可能です。

○ 国産木材活用レベル等の算定
・入力シートへの国産木材等のデータ入力
・国産木材・外国産木材の混合製品（樹種の
割合がわかるもの）のデータ入力

・混合製品（樹種の割合がわからないもの）
のデータ入力

○ 炭素貯蔵量の算定
・混合製品等の追加情報の入力

国
産
木
材
活
用

レ
ベ
ル
等
の
出
力

炭
素
貯
蔵
量

の
出
力



■ ラベルのご利用にあたって

国産木材活用ラベルを利用するためには

・ラベルの生成

ラベルのHPから
ログイン

ログイン画面か
らラベル生成の
データを入力し
て下さい。



■ ラベルの種類

フルバージョン シンプルバージョン



■ ラベルの活用事例



■ ラベルの活用事例



■ ラベルの活用事例



国産木材活用住宅ラベル
の利用をお勧めします

お問い合わせは

国産木材活用住宅ラベルHPのお問い合わせのページから
https://kokusanmokuzai.jp/toiawase/index.html
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